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沢山の方が傍聴をされている中、様々
な審議を経て、無事に閉会しました。

令 和 ５ 年
　 第 ４ 回 定 例 会 の 様 子

　 もくじ 　
Ｐ２　第４回定例会
Ｐ４　一般質問
Ｐ８　議会の視点･論点
Ｐ１０　常任委員会報告
Ｐ１１　研修会・表彰
Ｐ１２　編集後記
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会
期
を
１２
月
１２
日
～
１３
日
ま
で
の
２
日
間
と
決
め
、町
長
行
政
報
告
、

一
般
質
問
、
名
誉
町
民
の
推
薦
、
人
事
案
件
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部

改
正
、
令
和
５
年
度
各
会
計
補
正
予
算
等
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し
、
い

ず
れ
も
原
案
可
決
さ
れ
、
会
期
を
１
日
残
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

〇
報
告
第
１
号
～
２
号

　
　

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

〇
選
挙
第
１
号

　
　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
、
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

◇	

委　

員
「
船 

木 　

 

実 

氏
」・「
北 

見 

伸 

夫 

氏
」

　
　
　
　
　

「
土 

橋 

直 

美 

氏
」・「
成 

田 

美 

智 

代 

氏
」

◇	

補
充
員
「
天 

沼 

眞 

津 

子 

氏
」・「
上 

田 

保 

夫 

氏
」

　
　
　
　
　

「
宮 

本 　

 

彰 

氏
」・「
螺 

良 

由 

美 

子 

氏
」

〇
同
意
第
１
号

　
　

今
金
町
名
誉
町
民
の
推
薦
に
つ
い
て　

◇　

氏
名
「
外 

崎 

秀 

人 

氏
」　

賛
成
６
・
反
対
５ 

（
原
案
同
意
）

〇
同
意
第
２
号

　
　

今
金
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て　

◇　

氏
名
「
水 

戸 

部 

明 

子 

氏
」　

賛
成
１１
（
原
案
同
意
）

〇
発
議
案
第
１
号

　
　

今
金
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

〇
発
議
案
第
２
号

　
　

今
金
町
議
会
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
の
額
並
び
に
そ
の
支

給
方
法
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

〇
議
案
第
１
号

　
　

今
金
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
〇
議
案
第
２
号

　
　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

第４５回スキー技術選手権大会兼第４５回スキー技術選手権大会兼
北海道スキー技術選手権大会函館地区予選会の様子北海道スキー技術選手権大会函館地区予選会の様子
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〇議案第１０号　一般会計補正予算（第４号）
補正額　７９８万１千円追加 → 補正後　６６億３，０６３万１千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補正額　　　　　　　　補正後
〇議案第１１号
　国民健康保険特別会計事業勘定補正予算（第３号）� １，６５２万３千円追加 → ８億７，９９４万２千円
〇議案第１２号
　後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）� ９７万２千円減額 → 　　９，４７２万７千円
〇議案第１３号
　介護保険特別会計補正予算（第３号）� ２１１万１千円追加 → ８億９，２７５万９千円
〇議案第１４号
　介護老人保健施設特別会計（第３号）� ６５４万５千円減額 → ４億３，７１８万３千円
〇議案第１５号
　国民健康保険特別会計施設勘定補正予算（第３号）� ２，４３０万４千円減額 → ８億　 ６９５万８千円
〇議案第１６号
　簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）� ４６５万６千円追加 → １億４，９１７万４千円
〇議案第１７号
　公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）� １８４万７千円減額 → ２億６，９２４万６千円

〇
議
案
第
３
号

　
　

今
金
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

〇
議
案
第
４
号

　
　

今
金
町
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
あ
っ
た
か
ら
ん
ど
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

及
び
今
金
町
種
川
温
泉
休
憩
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

〇
議
案
第
５
号

　
　

今
金
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

〇
議
案
第
６
号

　
　

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

〇
議
案
第
７
号

　
　

定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
書
の
締
結
に
つ
い

て

〇
議
案
第
８
号

　
　

今
金
町
高
齢
者
共
同
生
活
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇	

指
定
管
理
者
：（
有
）
サ
サ
キ
総
合
管
理
サ
ー
ビ
ス

〇
議
案
第
９
号

　
　

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

〇
請
願
第
１
号

　
　

今
金
町
補
助
金
交
付
事
業
に
お
い
て
監
査
委
員
報
告
の
「
一
般
会
計
の
事
務
処
理

に
疑
義
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
額
の
確
定
に
至
っ
て
い
な
い
補
助
事
業
が
２
件
あ

る
」
に
関
す
る
請
願

◇	

請
願
者
：
天
井
幸
雄
氏　

※
総
務
産
業
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
継
続
審
査

〇
議
案
第
18
号

　
　

今
金
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

〇
意
見
案
第
１
号

　
　

肥
料
、
燃
油
等
の
生
産
資
材
高
騰
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

◇	

陳
情
者
：
今
金
町
農
民
連
盟

◇	

意
見
書
は
、
内
閣
総
理
大
臣
他
、
関
係
機
関
へ
送
付
を
し
ま
し
た
。

不妊症治療費等扶助費 アルコールチェック管理システム使用料

デマンドバス運行事業補助金

39万９千円追加 26万２千円追加

331万７千円追加

主な内容（歳出）
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上
村
議
員

　

町
営
住
宅
は
条
例
に
よ
っ
て
適

正
に
設
置
管
理
さ
れ
て
お
り
、
又
、

入
居
に
つ
い
て
も
様
々
な
条
件
を

設
け
選
考
委
員
会
に
よ
っ
て
決
定

し
町
長
が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
町
民
の
生
活
を
支

え
当
初
の
目
的
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
建
物
の
更
新
や
近
年
の

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
よ
っ

て
町
営
住
宅
に
求
め
る
役
割
を
考

え
直
す
時
期
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
は
許
可
さ
れ
て

い
な
い
町
営
住
宅
間
の
転
居
と
町

問 町営住宅入居条件の改正を求める

答
今後も、北海道に準じ、適正な
公営住宅の管理運営に努めて参
りたいと考えます

上村　忠 議 員

外
か
ら
の
単
身
入
居
者
を
認
め
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
町
営
住

宅
間
の
転
居
に
つ
い
て
は
、
選
択

と
集
中
に
よ
っ
て
建
物
の
更
新
や

改
修
な
ど
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
、

町
外
か
ら
の
単
身
者
の
入
居
を
認

め
る
事
は
、
人
の
流
れ
を
生
み
出

し
、
人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け

る
と
同
時
に
、
町
内
全
て
の
事
業

者
の
人
手
不
足
解
消
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
営
住
宅
の
成
り
立
ち
を
考
え

る
と
単
身
者
の
入
居
に
つ
い
て

は
、
課
題
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

入
居
出
来
る
年
数
を
区
切
る
な
ど

手
立
て
を
講
じ
れ
ば
、
取
り
組
む

べ
き
価
値
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

町
　
長

　

本
町
が
管
理
し
て
い
る
町
営
住

宅
の
状
況
で
す
が
、
現
在
の
管
理

戸
数
が 

全
10
団
地
で
２
９
０
戸

で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
年
に
数
回
、
空
き

室
の
入
居
募
集
を
行
っ
て
お
り
、

直
近
３
か
年
の
状
況
は
、
計
８
回

の
募
集
の
う
ち
、
25
世
帯
の
希
望

者
に
対
し
て
、
入
居
さ
れ
た
方
は

23
世
帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

次
に
、
現
在
の
町
営
住
宅
の
入

居
者
内
訳
で
す
が
、
全
体
の
約

58
％
が
高
齢
者
世
帯
と
な
っ
て
お

り
、
単
身
者
及
び
障
が
い
者
等
の

割
合
は
、
約
50
％
の
状
況
で
す
。

　

町
営
住
宅
は
、
民
間
の
賃
貸
ア

パ
ー
ト
や
借
家
と
は
違
っ
て
、
町

の
公
有
財
産
で
あ
る
た
め
、
そ
の

大
部
分
は
公
営
住
宅
法
及
び
北
海

道
の
運
用
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る

住
宅
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
法
令
等
に
基
づ
き
、

申
込
に
は
各
種
条
件
が
あ
り
、
公

募
後
、
入
居
者
選
考
委
員
会
の
審

査
を
行
っ
た
う
え
で
入
居
の
可
否

を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

入
居
し
て
か
ら
も
様
々
な
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。

　

今
金
町
の
町
営
住
宅
の
入
居
基

準
で
す
が
、
北
海
道
営
住
宅
条
例

に
準
じ
、
町
営
住
宅
へ
の
入
居
申

込
が
で
き
る
の
は
、
次
の
５
つ
の

条
件
全
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

　

①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
、
②
収
入
が
法
定
基
準
内
で

あ
る
こ
と
、
③
町
税
や
町
の
使
用

料
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
、

④
申
し
込
み
者
及
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
人
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ

と
、
⑤
現
に
同
居
又
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
等
が
い
る
こ
と
。

以
上
が
入
居
要
件
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
特
例
要
件
と
し
て
、
60

歳
以
上
の
高
齢
者
及
び
障
が
い

者
、
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
は
、

単
身
世
帯
で
の
入
居
を
認
め
て
お

り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
間
の
転
居
に
つ
い
て

は
、
町
が
募
集
し
た
空
き
室
に
対

し
、
既
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
も
、

改
め
て
入
居
申
請
し
て
頂
き
、
入

居
者
選
考
委
員
会
を
経
て
許
可
し

て
い
ま
す
。

　

単
身
者
の
入
居
に
つ
い
て
は
、

入
居
要
件
を
緩
和
す
る
事
に
よ

り
、
空
き
室
が
減
り
、
高
齢
化
が

進
む
町
営
住
宅
の
活
性
化
も
期
待

さ
れ
る
事
は
理
解
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
て
の
住
宅
に
応
募

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
応
募
倍

率
が
高
ま
り
、
住
宅
困
窮
度
合
が

高
い
入
居
希
望
者
が
入
居
し
づ
ら

く
な
る
等
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
と
し
て
は
、ア
パ
ー

ト
経
営
を
営
ん
で
い
る
民
間
事
業

者
と
競
合
す
る
事
は
、
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

入
居
年
数
を
制
限
す
る
事
に
関

し
て
は
、
火
事
等
の
被
害
を
受
け

た
方
が
、
緊
急
的
に
一
時
入
居
し

た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
ま
ま

居
住
し
続
け
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

居
住
権
を
考
慮
す
る
と
強
制
的
に

退
居
さ
せ
る
事
は
難
し
い
の
で
、

単
身
者
へ
の
入
居
要
件
緩
和
の
制

度
と
し
て
の
導
入
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
、
北
海
道
に
準
じ
、
適

正
な
公
営
住
宅
の
管
理
運
営
に
努

め
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
頂
き
と
た
い
思
い
ま
す
。

上
村
議
員

　

私
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
は
、

今
金
町
出
身
者
で
20
代
か
ら
30
代

の
Ｕ
タ
ー
ン
、
ま
た
50
代
位
の
早

期
退
職
を
し
て
親
の
面
倒
を
見
た

い
等
の
方
が
、
一
時
的
に
住
む
住

宅
の
確
保
。
仕
事
を
探
し
安
定
す

る
ま
で
、
限
定
的
に
数
年
間
、
町

営
住
宅
に
住
ん
で
頂
き
、
そ
の
間

に
家
族
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
ま
ま

住
ん
で
頂
き
、
単
身
の
ま
ま
の
場

合
は
、
民
間
の
ア
パ
ー
ト
に
移
っ

て
頂
く
と
。
前
も
っ
て
契
約
の
際

に
項
目
と
し
て
入
れ
て
頂
け
れ
ば
、

強
制
的
と
い
う
事
に
は
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
す
。

　

そ
の
事
を
踏
ま
え
、
労
働
力
人

口
の
増
加
を
促
す
可
能
性
が
あ
る

事
は
、
今
金
町
独
自
の
基
準
を
設

け
、
試
験
的
に
で
も
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

町
　
長

　

行
政
の
基
本
ル
ー
ル
を
勝
手
に

変
え
る
と
い
う
事
は
出
来
な
い
の

が
前
提
に
あ
り
ま
す
が
、
提
案
頂

い
た
も
の
は
一
度
受
け
取
ら
せ
て

頂
き
ま
す
。
今
金
町
の
人
口
減
を

止
め
る
た
め
、
何
か
出
来
な
い
か

と
い
う
提
案
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

入
居
者
の
選
考
委
員
会
等
で
一
度

お
話
し
て
、
意
見
を
頂
き
、
検
討

し
ま
す
。
す
ぐ
に
と
は
な
ら
な
い

が
、
長
期
的
な
視
野
を
持
ち
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
に
対

応
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

一 般 質 問
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苅
屋
議
員

　

近
年
、
全
国
的
に
熊
に
よ
る
人

的
被
害
や
市
街
地
へ
の
出
没
等
の

報
道
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

金
町
に
お
い
て
も
今
年
の
10
月
24

日
に
は
市
街
地
で
の
ヒ
グ
マ
の
出

没
情
報
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
を
受
け
、
各
教
育
機
関
で
は

保
護
者
に
よ
る
送
り
迎
え
等
、
児

童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に
ご
尽
力

頂
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
熊
等
の
野
生
動
物
は

い
つ
、
ど
ん
な
時
に
ど
こ
で
姿
を

問 ヒグマ等の野生動物に関する学
習機会について

答
過去に檜山振興局による「ヒグ
マ学習出前教室」として実施し
た経過があります。

苅屋泰裕 議 員

み
せ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
登
下

校
時
や
野
外
で
遊
ん
で
い
る
時
に

万
が
一
熊
に
遭
遇
し
た
時
の
自
身

を
守
る
行
動
の
学
習
も
必
要
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
そ
こ
で
質

問
で
す
が
、
防
災
学
習
等
に
合
わ

せ
て
年
に
１
、
２
回
程
度
、
ヒ
グ

マ
等
の
野
生
動
物
の
性
質
や
遭
遇

し
た
時
の
対
処
法
等
の
学
習
機
会

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
。

教
育
長

　

北
海
道
内
の
み
な
ら
ず
各
地
で

ク
マ
の
目
撃
情
報
が
相
次
ぐ
中
、

今
金
町
に
お
い
て
も
12
月
５
日
現

在
の
有
害
鳥
獣
駆
除
の
状
況
は
、

ヒ
グ
マ
16
頭
、
エ
ゾ
シ
カ
34
頭
が

捕
獲
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
24
日
に
は
市
街
地

で
ヒ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た

事
に
伴
い
、
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
農
林
振
興
課
と
情
報
の
共
有

を
行
い
、
各
小
中
学
校
に
お
い
て
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
保

護
者
に
送
迎
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

通
常
登
校
開
始
に
併
せ
、
各
学

級
で
は
担
任
教
師
よ
り
登
下
校
時

の
対
応
と
し
て
、「
一
人
で
行
動

し
な
い
こ
と
」
や
「
い
ざ
と
い
う

時
の
行
動
」
に
つ
い
て
の
指
導
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
併
せ
て
、

北
海
道
教
育
委
員
会
か
ら
も
、
児

童
生
徒
が
ヒ
グ
マ
の
生
態
を
正
し

く
知
り
、
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
な
い

た
め
の
行
動
を
と
る
こ
と
な
ど
、

安
全
指
導
を
目
的
に
、
各
家
庭
に

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
ま
し

た
。

　

ヒ
グ
マ
等
の
野
生
動
物
に
関
す

る
学
習
機
会
に
つ
い
て
は
、
過
去

に
檜
山
振
興
局
に
よ
る
「
ヒ
グ
マ

学
習
出
前
教
室
」
と
し
て
実
施
し

た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

　

内
容
は
、
ヒ
グ
マ
を
通
じ
て
、

当
地
域
で
の
自
然
や
野
生
動
物
と

の
関
り
方
に
つ
い
て
普
及
啓
発
を

行
う
た
め
、
そ
の
生
態
や
安
全
対

策
な
ど
に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
、
小
学
校
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
帯
を
利
用
し
て
実

施
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

新
聞
等
の
報
道
で
も
道
内
市
町

村
で
、
警
察
、
猟
友
会
等
と
連
携

し
た
対
応
訓
練
や
講
座
な
ど
が
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

次
年
度
に
向
け
て
、
各
関
係
機

関
及
び
学
校
と
連
携
調
整
を
行
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

苅
屋
議
員

　

北
海
道
で
は
、
ま
だ
ま
だ
教
育

機
関
で
、
ヒ
グ
マ
に
関
す
る
学
習

機
会
と
い
う
の
は
少
な
い
と
僕
も

調
べ
て
理
解
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

道
や
農
林
課
、
学
校
と
も
連
携
を

進
め
て
頂
き
た
い
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
金
町
が
人
事
交

流
し
て
い
る
羅
臼
町
に
お
い
て
、

２
０
０
７
年
頃
か
ら
知
床
学
と
い

う
取
り
組
み
の
中
に
、
ク
マ
学
習

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

取
り
組
み
を
参
考
に
す
る
事
も
出

来
る
と
思
い
ま
す
が
。

教
育
長

　

羅
臼
町
は
熊
が
沢
山
居
る
と
こ

ろ
と
い
う
事
で
、
先
進
地
と
い
う

の
は
不
適
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

情
報
共
有
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

防
災
学
習
に
つ
い
て
は
、
ご
存

じ
の
と
お
り
火
災
や
地
震
、
不
審

者
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
等
が
文
科
省
か
ら
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
来
年
に
向
け
て
は
、
道

教
委
か
ら
も
暑
さ
対
策
も
必
ず
盛

り
込
む
よ
う
に
と
い
う
事
で
言
わ

れ
て
い
る
の
で
、
野
生
動
物
に
つ

い
て
も
、
こ
の
後
、
道
教
委
等
か

ら
も
通
知
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

来
春
に
向
け
て
、
春
グ
マ
の
季
節

に
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

学
習
機
会
と
い
う
事
で
は
、
１

単
位
時
間
を
指
す
場
合
と
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
生
徒
指
導
の
よ
う
な
場

合
も
あ
る
の
で
、
学
習
指
導
も
含

め
考
え
て
い
き
ま
す
。
１
単
位
時

間
で
と
な
る
と
、
そ
れ
に
耐
え
得

る
内
容
か
と
い
う
事
も
あ
る
の
で
、

今
後
の
ヒ
グ
マ
出
没
の
動
き
だ
と

か
、
関
係
機
関
か
ら
の
情
報
提
供

も
あ
る
と
思
う
の
で
、
適
切
に
対

応
を
し
ま
す
し
、
危
機
管
理
意
識

は
本
当
に
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一 般 質 問
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苅
屋
議
員

　

今
金
町
ふ
る
さ
と
創
生
支
援
事

業
は
平
成
16
年
に
住
民
の
新
た
な

発
想
を
喚
起
し
、
活
力
と
魅
力
に

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
活

動
を
支
援
し
、
町
民
が
主
体
と

な
っ
た
ふ
る
さ
と
「
い
ま
か
ね
」

の
振
興
・
発
展
を
図
る
事
業
と
し

て
作
ら
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で

様
々
な
今
金
町
の
振
興
・
発
展
に

資
す
る
事
業
に
使
わ
れ
て
来
た
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
は
イ
ベ
ン
ト
等
の
単
発
的

な
催
し
物
等
の
助
成
が
多
く
見
ら

れ
る
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
事
は
、

地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
も
必
要

な
事
と
は
思
う
が
、
町
の
大
き
な

課
題
で
も
あ
る
産
業
活
性
化
や
人

材
開
発
に
あ
ま
り
使
わ
れ
て
な
い

印
象
が
あ
り
、
今
後
は
各
事
業
者

の
方
々
や
町
民
の
皆
様
に
、
よ
り

積
極
的
に
活
用
し
て
頂
け
る
よ
う
、

融
資
制
度
の
導
入
や
個
人
事
業
者

に
対
応
す
る
等
の
仕
組
み
の
再
考

が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
。

町
　
長

　

本
町
ふ
る
さ
と
創
生
支
援
事
業

（
以
下
「
ふ
る
創
事
業
」
と
い
い

ま
す
。）
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
基

金
条
例
第
６
条
に
基
づ
く
、
ふ
る

さ
と
創
生
事
業
及
び
ふ
る
さ
と
夢

づ
く
り
応
援
寄
附
条
例
（
ふ
る
さ

と
納
税
）
第
２
条
に
規
定
す
る
、

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
た
め
の
財
源

に
充
て
る
場
合
に
処
分
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
16
年
度
に
規
則
制
定
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
41
事
業
、
３
４
，
３
２

８
千
円
を
交
付
決
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
活
力
と
魅
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ

く
り
推
進
に
役
立
て
て
い
た
だ
い

た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
創
事
業
規
則
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
創
委
員
会
と
の
協
議
等

も
経
な
が
ら
随
時
改
正
し
て
き
て

お
り
、
平
成
28
年
度
に
は
、
産
業

育
成
・
人
材
育
成
等
事
業
の
補
助

率
を
90
％
以
内
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
、
小
規
模
活
動
事
業
に

つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
直
接

意
見
聴
取
を
行
う
こ
と
か
ら
書
類

審
査
を
基
本
と
す
る
こ
と
に
し
た

ほ
か
、
令
和
元
年
度
に
は
、
産
業

育
成
の
事
業
実
施
者
は
、
事
業
開

始
年
度
か
ら
５
年
間
、
収
支
報
告

書
等
を
提
出
す
る
要
件
付
加
の
改

正
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
41
事
業
の
う
ち
、

人
材
育
成
は
、
住
民
ス
ク
ラ
ム
12

事
業
に
次
ぐ
11
事
業
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
産
業
育
成
も
５
事
業
あ

り
、
５
年
間
の
収
支
報
告
書
の
提

出
要
件
は
あ
り
ま
す
が
、
事
業
の

達
成
率
や
成
果
等
の
結
果
を
全
て

求
め
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
ふ
る
創
事
業
規
則
第
２

条
で
対
象
者
は
、
町
内
の
団
体
又

は
法
人
等
と
規
定
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
15
年
度
の
ふ
る
さ
と
創

生
基
金
運
用
検
討
委
員
会
で
も
、

対
象
者
に
個
人
を
含
め
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
様
々
な
議
論
を
し
た

経
過
が
あ
り
、
個
人
で
は
「
経
理

も
不
明
確
に
な
る
」、「
事
件
・
事

故
の
恐
れ
も
あ
る
」、「
仮
に
途
中

で
事
故
等
が
あ
っ
た
場
合
、
支
援

の
効
果
が
無
く
な
る
恐
れ
が
あ
る

が
、
団
体
等
で
あ
れ
ば
、
一
人
に

事
故
が
あ
っ
て
も
、事
業
は
引
継
・

継
続
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

の
意
見
を
頂
き
、
最
終
的
に
現
状

の
規
定
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
考
え
は
現
在
に
お
い
て
も
踏

襲
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

新
た
な
発
想
の
も
と
、
ふ
る
創
事

業
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
は
同
じ
で
あ
り
、
今
後

と
も
広
報
・
周
知
等
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

苅
屋
議
員

　

産
業
育
成
事
業
に
つ
い
て
、
個

人
事
業
主
に
対
応
す
る
等
に
よ

り
、
積
極
的
な
活
用
を
促
す
事
で
、

新
た
な
産
業
創
出
や
特
産
品
を
活

用
し
た
加
工
品
開
発
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
や
す
い
環
境
作
り
に
な
り
、

産
業
活
性
化
の
有
効
手
段
に
な
る

と
考
え
ま
す
。

　

個
人
事
業
主
を
対
象
と
し
な
い

の
は
、
そ
の
時
代
の
考
え
方
が
あ

る
の
で
、
否
定
は
し
ま
せ
ん
が
、

約
20
年
前
の
考
え
方
を
踏
襲
す
る

の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及

し
、
個
人
が
様
々
な
情
報
活
用
出

来
る
今
の
時
代
の
社
会
構
造
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
ま
す
が
。

町
　
長

　

私
も
同
じ
思
い
で
す
。
や
は
り

個
人
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
も
の

を
応
援
し
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
が
、
い
ま
提
案
を
頂
い
た
部
分

は
要
項
等
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
こ
れ
か
ら
の
事
を
考
え
た

時
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

新
た
な
産
業
を
生
み
出
し
た
い
と

い
う
同
じ
思
い
な
の
で
、
検
討
を

し
、
結
果
は
お
伝
え
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。
た
だ
住
民
全
員
が
と
い

う
事
業
は
中
々
難
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
少
な
く
と
も
応
援
チ
ャ
レ

ン
ジ
と
い
う
精
神
は
こ
の
事
業
の

一
部
に
残
し
て
い
き
ま
す
。

苅
屋
議
員

　

も
う
１
点
、
融
資
制
度
導
入
に

よ
っ
て
、
法
人
や
個
人
事
業
主
の

事
業
創
出
や
拡
大
の
意
志
が
高
ま

る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

国
や
道
の
事
業
や
補
助
金
の
使
い

づ
ら
さ
を
感
じ
て
、
あ
き
ら
め
て

い
る
事
業
者
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
意
欲
あ
る
方
々
に
、

よ
り
有
効
な
選
択
肢
と
し
て
支
援

出
来
る
よ
う
、
ふ
る
創
の
仕
組
み

を
更
に
考
え
て
頂
け
ま
せ
ん
か
。

町
　
長

　

基
本
的
に
は
農
業
や
商
工
も
そ

れ
ぞ
れ
融
資
制
度
が
あ
る
の
で
、

ま
ず
は
所
管
課
か
ら
関
係
す
る
皆

様
に
制
度
の
理
解
を
し
て
も
ら
う

事
が
一
番
で
す
。
ま
た
、
役
場
は

相
談
機
能
も
持
っ
て
い
ま
す
し
、

今
金
町
は
一
つ
の
家
族
な
の
で
、

是
非
相
談
し
て
頂
き
た
い
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ

て
い
る
融
資
制
度
を
、
も
う
一
度
、

ふ
る
創
に
組
み
込
む
か
は
検
討
を

し
ま
す
。

一 般 質 問

問 ふるさと創生支援事業の活用を
促す施策について

答
新たな発想のもと、ふる創事業を
活用していただきたいという思い
は同じであり、今後とも広報・周知
等に努めてまいります。

～苅屋議員の一般質問つづき～
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岸
　
議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
２
類
か
ら
５
類
へ
移
行
し
、
国

内
外
で
は
人
々
の
往
来
が
活
発
化

す
る
等
、
社
会
経
済
活
動
に
回
復

の
兆
し
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
前

の
様
な
活
気
や
賑
わ
い
を
い
ち
早

く
取
り
戻
す
事
が
大
変
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
特
に
観
光
・
交
流
・

定
住
に
関
す
る
取
り
組
み
に
は
今

金
町
観
光
協
会
を
は
じ
め
関
係
団

体
の
協
力
が
不
可
欠
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
一
層
の
取
り
組
み
に

問 観光・交流・定住・雇用　対策
について

答
観光は「クアプラザピリカ」へ
の誘客、雇用は障がい者等の雇
用促進、定住はデジタルの力を
活用した地方の社会課題解決や
魅力向上に取り組む。

岸　徹也 議 員

期
待
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

又
、
雇
用
の
拡
大
に
お
い
て
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
タ
ウ
ン
今
金
推
進
協

議
会
の
活
動
を
通
じ
た
交
流
人
口

拡
大
や
雇
用
の
拡
大
に
も
同
様
の

期
待
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う

し
た
観
点
か
ら
、
次
の
通
り
質
問

い
た
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
、
観
光
・
交
流
・

定
住
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
考
え
。

　

令
和
６
年
度
、
雇
用
の
拡
大
に

向
け
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
考
え
。

町
　
長

　

観
光
・
交
流
・
定
住
に
つ
い
て

は
、
第
６
次
今
金
町
総
合
計
画
の

で
位
置
付
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
既
存
の

観
光
資
源
に
磨
き
を
か
け
る
と
と

も
に
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
、
雇

用
の
場
づ
く
り
に
も
取
り
組
む
方

向
性
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
行
政
の
取
組
の
ほ
か
、

町
民
と
行
政
が
協
働
で
進
め
る
取

組
等
も
記
載
し
、
関
連
す
る
個
別

計
画
と
し
て
は
、
第
２
次
今
金
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
推
進
に
は
、
今

金
町
観
光
協
会
等
関
係
団
体
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
日
開
催
さ
れ
た
観
光
協
会
総

会
に
は
最
後
ま
で
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
会
員
か
ら
の
意
見
等
に

対
し
、
一
部
私
が
発
言
し
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
総
会
の
中

で
、
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
の
今
後
の

あ
り
方
を
検
討
、
北
海
道
新
幹
線

延
伸
開
通
も
見
据
え
た
町
内
観
光

案
内
看
板
に
関
す
る
検
討
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
関

す
る
事
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
正
・
副
会
長
会
議
や

役
員
会
が
開
催
さ
れ
、
担
当
課
職

員
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
の
中
で

協
議
を
頂
き
、
そ
の
協
議
結
果
に

基
づ
き
令
和
６
年
度
予
算
に
反
映

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

行
政
側
と
し
て
は
、
観
光
施
設

の
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
へ
の
誘
客

策
を
指
定
管
理
者
と
連
携
し
て
推

進
す
る
ほ
か
、
清
流
日
本
一
に
２

２
回
輝
く
後
志
利
別
川
の
清
流
と

そ
の
恵
み
を
資
源
と
し
た
Ｐ
Ｒ
事

業
等
の
構
築
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
定
住
促
進
の
際
に
必
要

と
な
る
雇
用
の
場
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
が

一
体
と
な
り
、
障
が
い
者
や
高
齢

者
の
雇
用
促
進
に
取
り
組
み
、
地

域
産
業
の
維
持
発
展
を
通
じ
て
、

今
金
町
の
人
口
増
加
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る「
ソ
ー
シ
ャ

ル
タ
ウ
ン
今
金
町
推
進
協
議
会
」

の
取
組
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
趣

旨
・
目
的
の
定
着
化
を
図
る
こ
と

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
人
口
増
加
対
策
に
つ
い

て
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
な
い
現
状
の
分
析
を
行

い
、
国
が
示
す
デ
ジ
タ
ル
田
園
国

家
都
市
構
想
に
基
づ
く
デ
ジ
タ
ル

の
力
を
活
用
し
た
地
方
の
社
会
課

題
解
決
や
魅
力
向
上
策
等
も
追
加

す
る
事
も
含
め
、
次
期
今
金
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
の

策
定
に
着
手
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

岸
　
議
員

　

総
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
印

象
と
し
て
は
積
極
的
な
観
光
の
動

き
は
無
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
や

は
り
人
の
往
来
が
活
発
に
な
っ
て

き
て
い
る
中
で
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
や
交
流
人
口
増
に
向
け
た
取
り

組
み
に
期
待
し
た
い
。
観
光
協
会

の
動
き
に
対
し
、
介
入
は
難
し
い

と
思
う
が
、
町
長
、
協
会
側
と
相

談
を
持
つ
事
は
可
能
だ
と
思
う
の

で
、
町
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す

よ
う
な
支
援
を
期
待
し
た
い
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
タ
ウ
ン
に
つ
い
て

は
、
障
が
い
者
雇
用
の
受
け
皿
な

の
で
、
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
働

け
る
場
所
の
確
保
と
環
境
作
り
、

も
し
何
か
あ
っ
た
時
に
、
町
と
し

て
の
緊
急
支
援
等
を
含
め
、
養
護

学
校
等
と
の
連
携
や
信
頼
関
係
を

築
く
事
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

町
　
長

　

観
光
振
興
は
観
光
協
会
が
拠
点

で
あ
り
ま
す
が
、
行
政
と
の
結
び

付
き
は
弱
い
気
が
し
ま
す
。
行
政

の
中
で
も
観
光
を
位
置
付
け
、
一

緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
く
姿
勢
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
タ
ウ
ン
に
つ
い
て
、

養
護
学
校
と
の
信
頼
関
係
は
、
結

ば
れ
て
お
り
、
卒
業
生
の
就
労
支

援
制
度
と
い
う
の
を
行
政
で
作
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
達
は
問

題
無
く
仕
事
を
し
て
お
り
、
何
か

あ
れ
ば
支
援
を
し
て
い
く
と
い
う

の
は
町
の
責
務
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
先
進
的
な
も
の
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
、
ま
た
今

金
町
の
産
業
、
担
い
手
問
題
の
一

つ
の
提
起
に
な
っ
て
い
る
と
思
う

の
で
、
町
長
の
方
針
と
し
て
も
そ

の
思
い
、
目
的
は
変
わ
ら
ず
果
た

し
て
い
き
た
い
で
す
。

岸
　
議
員

　

最
後
に
、
こ
の
両
団
体
の
こ
れ

か
ら
の
前
向
き
な
活
動
の
後
押
し

に
な
る
と
思
う
の
で
、
町
長
か
ら

の
力
強
い
一
言
を
頂
き
た
い
で
す
。

町
　
長

　

色
々
な
経
過
の
中
、
こ
の
町
全

体
と
し
て
考
え
た
時
、
ど
の
団
体

も
支
え
て
い
く
の
は
当
た
り
前
の

話
で
す
し
、
町
民
は
大
切
な
家
族

で
す
。
今
金
町
の
団
結
が
見
せ
ど

こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
そ
の
視
点
を

持
ち
、
前
向
き
に
取
り
組
み
ま
す
。

一 般 質 問
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～今金町名誉町民の推薦～　総務財政課

Ｑ�．名誉町民となるタイミングについて伺います。今日の同意をもって名誉町民となられるのか。また、

賞状等を授与される時期、スケジュール間について伺います。（苅屋議員）

Ａ�．同意を頂いた日が名誉町民となる日です。記章等の贈呈については、作成に４０～５０日かかるので、

完成をもって授与式を行う事と考えています。（総務財政課）

Ｑ�．実績について、何も異論は無いです。しかし名誉町民としてやる場合は、議会全員が賛成でなければ、

名誉町民を受け取る方に、失礼な話になる気がします。今回は取り下げて、皆様が納得の出来る同意を

得た状態で、再度出すという提案をしたいのですが。（向井議員）

Ａ�．議員各位の意見は拝聴しますが、町長としては提案している立場にあるので、取り下げるという事に

はなりません。（町長）

～アルコールチェック～　総務財政課

Ｑ�．対象になる部署や職種について伺います。また、どのような事を行うのか。（日置議員）

Ａ�．職員全員が対象です。原則、業務で公用車を使用する際は必ず検査を行い、その記録を１年間保管し

なければならない法律となっています。

Ｑ�．例えばバスの運転手について、アルコールチェックは当然と

しても、簡単な健康チェックや体調の聞き取り調査等、併せて

やる事によって、乗客も安心の材料になると思うので、ぜひ行っ

て頂きたい。（日置議員）

Ａ�．出張の際も携帯用のアルコールチェック機を用意しており、

各課で対応をしています。また、上司による目視での確認を併

せて行っているので、複合的な対策に取り組みます。

～デマンドバス運行補助金～　まちづくり推進課

Ｑ�．デマンドバス運行拡充について、函館バスとの重複区間の料金等について伺います。（苅屋議員）

Ａ�．例えば、中里地区の方が今金に行こうとした場合、函館バスの近くの停留所で降りて乗り換えるのは

現実的ではないので、デマンドバスにそのまま今金まで乗車して頂きます。料金は200円です。長万部

方面へ行く場合は、花石の停留所で降りて、そこからは函館バスに乗車をして頂き、バスの通常料金と

なります。

～第～第４４回定例会の主な質疑の要約～回定例会の主な質疑の要約～

議会の視点・論点！議会の視点・論点！

各課に支給される
「アルコールチェッカー」
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～低所得者給付金～　税務住民課

Ｑ�．今金町においては、年内に支給をするという考え方なのか。（矢内議員）

Ａ�．１２月下旬から１月上旬に確認書の発出、その後に申請の受付、１月下旬から２月上旬に給付金の支

給となりますので、年内の支給は難しいです。

～不妊症治療扶助費～　保健福祉課

Ｑ�．交通費の補助をして頂けるという事ですが、さらに宿泊費の助成は考えていますか。（苅屋議員）

Ａ�．国や北海道の補助に付随して、町も補助を行っていますが、今後は状況を見ながら、金額等を含め検

討します。

～今金町犯罪被害者等支援条例制定について～　くらし安心課

Ｑ�．条例が制定された後のスケジュール、広報をどのような形で住民に周知していくのか。また、相談窓

口について伺います。（岸徹也議員）

Ａ�．犯罪被害者等の支援に関する協定書を今金町とせたな警察署で締結する予定です。周知はホームペー

ジや広報、また商工会と連携をしながら各事業所への周知も考えています。窓口は「くらし安心課」で、

関係する所管課と協議をしながら進めます。

Ｑ�．他町では相談窓口の連絡先が載っている等の分かりやすいリーフレッ

トがあるので、作成を今後検討して頂きたい。また被害に遭われた方が、

再び安心して生活をするために、地域の協力や環境作りが必要になると

思うが。（岸徹也議員）

Ａ�．リーフレットについては北海道で作成している物を参考に、自前で作

成を考えています。また、被害者が生活していく上でのサポート面につ

いては、広く制度の意味をお伝えしていく事を考えます。

～今金町犯罪被害者等支援見舞金～　くらし安心課

Ｑ�．中身について伺います。（向井議員）

Ａ�．犯罪に遭われた方の家族または遺族に「遺族見舞金３０万円」、誰かから犯罪行為を受けてケガをして、

１か月以上の診断書が出た場合に、「傷害見舞金１０万円」、合計４０万円を予算計上しています。

Ｑ�．事件というのは、町内で起きた事なのか。別の所に行って被害に遭われた場合なのか。（向井議員）

Ａ�．町内だけではなく、町民の方が町外で犯罪行為にあった場合も対象になります。
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４.調査結果
　（１）総務グループ
　　　所管事務調査項目に挙げた１２項目については、提出された資料
により調査をした。また、現地調査については、クアプラザピリカ
の運営状況、ピリカスキー場ゲレンデの状況、旧マーケット解体工
事の状況を現地に出向き調査した。なお、福祉施設などの現地調査は、
新型コロナウイルス感染症予防の観点から本年度も取りやめとした。

　（２）産業グループ
　　　所管事務調査項目に挙げた１１項目については、提出された資料により調査をした。
　　　また、現地調査については、町道御影光台線災害復旧の状況、国営緊急農地再編整備事業の進捗状
況、住吉地区用水路災害復旧の状況、旧石器文化館の運営状況、水稲試験圃場の生育状況、町道日進
金原線災害復旧の状況、町道神丘９号線災害復旧の状況、災害時応急復旧資機材の整備状況、第二幹
線川貯水池整備の状況について、現地に出向き調査を行った。

５.意　　見
　（１）総務グループ
　　　令和４年度の財政状況は、今金中学校改築事業に伴い、投資的経費が増加となっている。今後も大
型の公共施設整備が見込まれることから、将来を見据え、より効率的な財政運営に努めていただきた
い。介護老人保健施設おいては、コロナ禍の影響により、一時的に減少していた利用者が増加傾向と
なっている。今後も効率的な施設運営に努められたい。国保病院については、外来患者数が前年より
減少傾向となっている。今後も町民から信頼される地域の基幹病院として、その役割を果たせるよう
努めていただきたい。クアプラザピリカの運営状況は、新たな発想や様々な工夫により、コロナ禍前
の状況に戻りつつある。今後の観光需要の回復と更なる営業努力に期待をする。スキー場ゲレンデに
ついては、令和６年度に国による対策工事が予定されているが、今年度も営業継続に向け努力いただ
きたい。旧マーケット解体工事の状況について現地を確認した。跡地が有効に利用されるよう期待する。

　（２）産業グループ
　　　町道御影光台線・日進金原線・神丘９号線の災害復旧の状況について、それぞれ現地を確認した。
今後も町道における十分な安全確保に努められたい。国営緊急農地再編整備事業今金北地区・種川北
工区おいて進捗状況の説明を受けた。今後も、それぞれの地区がより良いほ場となるよう、事業が進

１.所管事務調査項目
　（１）総務グループ 
①　一般会計の財政状況について
②　行政財産の管理状況について
③　行政改革の進捗状況について
④　公衆浴場等の管理運営状況について
⑤　商工観光振興対策事業について
⑥　まちづくり振興対策事業について
⑦　総合計画の進捗状況について
⑧　税及び税外収入の収納状況について
⑨　社会福祉施設及び団体の運営状況について
⑩　総合福祉施設の管理運営状況について
⑪　介護老人保健施設の管理運営状況について
⑫　国保病院の管理運営状況について

２.調査目的　所管事務調査

　（２）産業グループ 
①　農林業振興対策事業について　
②　農作物の生育状況及び気象状況について
③　建設工事等の進捗状況について（農林振興課所管）
④　産業後継者就業実態対策について
⑤　国営緊急農地再編整備事業の進捗状況について
⑥　農業後継者就業状況について
⑦　生活改善センター等の管理運営状況について
⑧　建設工事等の進捗状況について（公営施設課所管）
⑨　簡易水道等施設の管理状況について
⑩　浄化センターの管理運営状況について
⑪　教育委員会所管施設の管理運営状況について

３.調査日程　令和５年７月２６日（水）～２７日（木）

総務産業常任委員会報告総務産業常任委員会報告
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むことを望む。住吉地区用水路の災害復旧の状況について現地で説明を受けた。今後、地域の用水確
保に不安がなくなるものと期待する。旧石器文化館の運営状況に
ついて説明を受けた。今後も様々な企画を通じ、情報発信に努め
られたい。農作物の作況については、記録的な猛暑により、すべ
ての作物において収量や品質に影響を受けた。災害時応急復旧資
機材の整備状況について、資材庫にて説明を受けた。想定される
災害に対応する準備と、適切な管理に努めていただきたい。第二
幹線川貯水池整備の状況について現地で説明を受けた。今後、大
雨の際には大きな効果が発揮されるものと期待する。

村瀬廣議員に対し、北海道知事から令和５年
度北海道社会貢献賞が授与されました。これ
は町村議会議員として、２５年以上にわたり、
地方自治の振興発展に貢献した功績が認めら
れたものです。（１月１８日）

渡島・檜山管内の森林等の振興と諸課題等に
対応するため、情報交換や調査研究を行いま
した。

（１０月５日　木古内町 中央公民館）

道南地区森林・林業・林産業活性化
推進議員連盟連絡会 現地研修会

北海道社会貢献賞受賞

議会の活性化と資質の向上等を目的として開
催されました。今回は、「地方議会とハラス
メント」「ゼロカーボン北海道について」と
題した講演が行われました。
（１０月１６日　北斗市「かなで～る」）

渡島・檜山管内市町議会議員研修会

▶日　時：２月１７日（土）14時～（２時間程度の予定）
▶場　所：町民センター１階大ホール
▶�どなたでもご参加頂けます。テーマ等の詳細は後日、新聞折り

込み等でお知らせします。

町民会議に来てください！町民会議に来てください！
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※定例会の開催が近くなりましたら、
　ホームぺージや新聞折り込みで、日程等をお知らせします。

（定例会と常任委員会を原則公開しています。）議会を傍聴しませんか？

「Youtube」で「今金町議会」と検索。
もしくは、DVD（保存４年間分）を貸出して
おりますので、議会事務局に申し込み下さい。

「過去の議会中継」をご覧になる方は

「Youtube」で、ライブ中継を
ご覧になる方は

「議場」で傍聴される方は

今金町ホームページの「今金町議会」を選択
「議会メニュー」の「議会中継」からお入り下
さい。

入口備え付けの受付票に住所、氏名、年齢を
記入し、受付箱に投函後、傍聴して下さい。
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１０月
　３日　総務産業常任委員会・全員協議会

　４日　檜山町村議会議長会臨時会

　５日　道南林活議連総会・研修会

１２日　広報発行特別委員会

１６日　渡島檜山町村議会議員研修会

１７日　檜山広域行政組合議会定例会

２８日　総合文化祭開会式及び表彰式　　

１１月
　７日  今金町功労者・善行者表彰式

　９日　高齢者いきいき運動会

１７日　高等養護学校祭

２３日　新嘗祭

２９日　全国町村議長大会

１２月
　２日　認定こども園お遊戯会

　５日　総務産業常任委員会

　７日　議会運営委員会

１２日　第４回定例会

１９日　ピリカスキー場安全祈願祭

２０日　檜山広域行政組合議会定例会

２１日　歳末特別防犯啓発事業

～ 議会の動き ～

◇今後の予定◇
２月２７日　総務産業常任委員会（総務G）

　　２８日　総務産業常任委員会（産業G）

３月　５日　令和６年第１回定例会

　　　　　　（８日までの予定）


